
フトウェア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 


添付の CD - R 〇 M について168ページ） . 

EXPRESSBUILDER い169ページ） . 

RAID EzAssist コンフイグレーシヨン 

ユーテイリテイ （—181 ページ） . 

Exp 「 essPicnic (— 207ページ） . 

Express 本体用バンドルソフトウェアレ192ページ) 
管理 PC 用バンドルソフトウェア （—2 11ページ） ……… 


Express サーバに添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 に収められてし、るソフト 
ウェアについて紹介します。 

セツトアップツール 「 EXPRESSBUILDER 」 につ 
いて説明します。 


.. Mylex ディスクアレイシステムを詳細に設定す 
ることができるユーティリティ 「 MylexDAC コ 
ンフィグレーシヨンユーティリティ」について説 
明します。 

.シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成する ツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

• Express サーバにインストールするバンドルソフ 
トウェアについて説明します。 

. Express サーバを監視 • 管理するための管理 PC 
にインストールするバンドルソフトウェアについ 
て説明します。 


〇 NL-059cN-120Ra1 -000-03-0106 


167 










添付の CD-ROM について 

添付の CD-R 〇 M 「 EXPRESSBUILDER TM 」 には 、 Express サーバを容易にセットアップするためのユーティ 
リティや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、 
Express サーバの機能をより多く引き出すことができます。 

11-0 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、 Express サーバの設定が完了した後でも、 0 S の再 
インストールや bios のアップデートなどで使用される機会があります。なくさないように 
大切に保存しておいてください。 


'EXPRESSBUILDER* (169 ページ ) 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


• Mylex DAC コンフィグレーシヨン 
ユーティリティ 

• Global Array Manager Server (194 ページ） 
參自動クリーンアップツール （ 197 ページ） 

• Array Recovery Tool (1 99 ページ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerAgent (192 ページ） 
エクスプレス通報サービス （ 200 ページ） 
Management Workstation 
Application (21 1 ページ） 

システム診断ユーティリティ （ 226 ページ） 
オフライン保守ユーティリティ （ 260 ページ ) 


•プデバイス管理ユーテイリテイ 


テープ監視ツール （ 203 ページ） 



ESMPRO/ServerManager 
(21 1 ページ） 

Management Workstation 
Application (21 1 ページ） 


ディスクアレイ管理ユーティリテ- 


Global Array Manager Client (217 ページ） 
コンソールレスで操作する場合。 COM ポートも使用可能。 


• ビルド • トウ•オーダで購入した装置のハードディスクには電源管理をする次のユー 
ティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参照して 
セットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には 
含まれていません）。 

- ESMPR 〇 /UPSController Ver. 2.1(205 ぺージ参照） 

— PowerChute plus Ver. 5.1 1 J/5.2J(209 ぺージ参照） 

• ディスクアレイコントローラのディスクアレイに関する設定は、ボード上のチップに搭 
載されたユーティリティ 「RAID EzAssist」 を使用します。このユーティリティは 
Express サーバの電源を〇 N 後に始まる P 〇 ST の間に起動させることができます。起動や 
操作に関する詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウェアを自動検出して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの際にはハードウェア 
の構成を運用時と同じ状態にしてください。 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM からブート ( 起動)する 



EXPRESSBUILDER を Express サーパの CD - 
R 〇 M ドライブにセツトして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動す 
る方法です。この方法で Express サーバを起 
動すると右に示す 「 EXPRESSBUILDER トッ 
プメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から Express サーバ 
をセツトアップします。 
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H -0 • Express サーバ以外のコンピュータおよび EXPRESS 巳 UILDER が添付されてい 

た Express サーノ（以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障 
の原因となります。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインス!-ールされて 
いる OS を消去します。 OS もインス I -ールし直す必要があります。 


EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 


• コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-ROM からブート ( 起動)する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を 
Express サーバに接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER を Express サーバの CD - 
R 〇 M ドライブから起動するすると、 LAN か 
COM (シリアルポート）で接続している管理 
用コンピュータ （ PC ) の画面には、右に示す 
「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表 
示されます。 




矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 

ぐは Express 5800シリーズのセシトアッブをサボートします。 


•SSBUILDER (3 

ジトアツブ】 

■)ress 5800の* L_ _ 

要なツールを起動し、バラメータを設定—…_ 

—だし、セットアッブが自動的に判断で害ないバラメータは、オペレータに 
入力が要求されます。 


システムセットアッブ終了後、セットアッブ情報をバックアッブすることをお 
動めします。バックアッブ情報が無いときは、修理復旧時にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた 

フロツビーディスクを準備して、 . _ハ的——一 -於 

「システム情報の管理」から「退 i 


管理 PC からこのメニューにある項目を使つ 
て Express サーバを遠隔操作をします。 
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H-O • Express サーバ以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されてい 
た Express サーノ（以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。故障 
の原因となります。 

參コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件で 
す。本体にキーボードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールが 
あると判断し、以下の動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 

EXPRESSBUILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参 
照してください。 


• Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
2〇〇〇 、 Windows NT 4.0 が起動した後に、 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブ、に 
セツトするとメニューが表示されます(右図 
参照)。表示されたメニューダイアログボツ 
クスは「マスターコントロールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコントロールメニューについてはこ 
の後の「マスターコント□—ルメニュー」を参 
照してください。 



〇オンラインドキユ，ント 

EXPRESSBUILDER 

Express 5800 Series 



N -- 

NEC 



EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウェアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライプへ CD-ROM「EXPRESSBUILDER 」をセットする。 

3. CD-R 〇 M をセットしたら、リセットする （<Ctrl> + <Alt> + く Delete〉 キーを押す）が、電源を 
〇 FF/0N して Express サーバを再起動する。 

CD-R 〇 M がらシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 
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キーポー ドの選択 


EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、キーボードの選択メニューが現れま 
す。購入したシステムで使用するキーボー 
ドを選択してください。なお、このメ 
ニューは、1度設定を行ラと以降は表示さ 
れません。 


r Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2001 



■: 1 度設定を行った後、キーボードの設定を変更したい場合は、 EXPRESSBUILDER 起動中 

(画面中央部に 「EXPRESSBUILDER」 のロゴ表示があるとき）に <K> キーを数秒間押してく 
- ださい。画面にキーボード選択画面が現れ、キーボードの再設定ができます。 


EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 
れます。 




シームレスセツトアップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを行います。〇 S の再インストールを含 
むセツトアップを行う場合、こちらのセツトアップ方式を選択 
してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーティリティを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み〇 S に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 


ワ 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しま EXPRESSBUILDER の終了画面 

す。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定から〇 S 
(Windows 2000 - Windows NT 4.0) 、各種ユーティリティのインス I ルまでを添付の 
CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクのパーティション設定で使用する場合や 0 S を再イン 
ス I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、〇 S のインストールを開始します。 

I 謂—〇 「シームレスセットアップ」は最初からのセットアップであることを前提としているため、 
Emm 実行するとハードディスクの内容が失われることがあります。 
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ツールメニュー 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2001 


ツールメニユ 


ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
に収められている各種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


コンフィグレーシヨン 1 倩? g のセーブ/リストア 

オフライン保守ユーティリティ 

システム診断 

サポートディスクの作成 

保守用パーテイシヨンの設定 

各種 BI0S/FW のアップデート 

システムマネージメント機能 

ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAID] ント□-ラ：検出 
総テ、、ィスク数：1 
ハ。ツク内テマスク数：1 
スタン /r イデ、ィスク：1 
RAID レVル： 7 
ライ汗■ド： WRITE.THRU 
サ -ir マネ-ゾメン nt - ド：なし 
保守用ハ。-ティシヨン：あり 
システム]ンフイグレ-シヨン：なし 


ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 


このメニューは Mylex ディスクアレイコント□—ラが接続されているときに表示されます。 

メニューを選択すると確認メッセージが表示されます。表示されたメッセージに従って 
操作してください。このメニューからはユーテイリテイを起動することはできません。 


• コンフィグレーション情報のセーブ/リストア 

このメニューは AMI ディスクアレイコント□—ラが接続されているとき表示されます。 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存また 
は、フロッピーディスクから復元することができます。 


—コンフィグレーション情報のセーブ 

ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保 
存します。 RAID の設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレー 
シヨン情報をフロッピーディスクにセーブしてください。 


-コン フィグレーシ ョン 情報のリストア 

フロッピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコント 
□—ラ上の NVRAM とハードディスクにリストアします。コンフィグレーション情報 
が万一破壊された場合や、誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合 
は、コンフィグレーション情報をリストアしてください。 

例えば、故障等によるディスクアレイコント□ーラの交換時には、ハードディスクの 
コンフィグレーション情報をディスクアレイコント□ーラへ保存する必要があります 
が、もし誤って新しいディスクアレイコントローラのコンフィグレーション情報を 
ハードディスクに保存してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグレーション 
情報をリストアしてください。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は260ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 


• システム診断 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
検査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プ□グ 
ラムが起動します。226ページを参照してシステムチェック用プログラムを操作してく 
ださい。 











• サボートディスクの作成 


サボートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 


Windows 2000 Server や Windows 2000 Advanced Server をインストールすると 
きに必要となるサポートディスクを作成します（「シームレスセットアップ」でインス 
I -ールする場合は必要ありません)。 


- Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows NT 4.0や Windows NT 4.0 EE、Windows NT 4.0/ TSE をインス I ル 
するときに必要となるサポートディスクを作成します （Windows NT 4.0 または 
Windows NT 4.0 EE を「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要あ 
りません)。 

- MS - DOS 起動ディスク 

MS - D 〇 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 
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—ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 

Mylex ディスクアレイコント□—ラ専用です。ディスクアレイコンフィグレーション 
ユーティリティの起動用サポートディスウを作成します。 


-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システム診断ユーティリティ 

システムチェックプ□グラムの起動用のサボートディスクを作成します。 

• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と「オフライン 
保守ユーティリティのアンインス I -ール」以外の項目は表示されません。保守用パーティ 
ションの詳細については、8ページを参照してください。 

| «-〇 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、 Express サーバをリセッ 
卜したり、電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

16 MB 程度の領域を内蔵ハードディスク上へ確保します。保守用パーティションの確 
保ができた場合、またはすでに保守用パーティションが確保されている場合は、続け 
て各種ユーテイリテイのインス I -ールを行うことができます。 
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—各種ユーァィリァィのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、 CD-ROM 
から保守用パーティシヨンへインス I -ールします。インス I -ールされたユーティリ 
ティは、オフライン保守ユーティリティをハードディスクから起動した場合に、使用 
することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フロッピー 
ディスクから保守用パーティシヨンへコピーします。各種ユーティリティがフ□ッ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ以外では、本項目は使 
用しないでください。 

-オフライン保守ユーティリティのアンインストール 

システムに登録されているオフライン保守ユーティリティインストール情報を削除し 
ます。ユーティリティのファイルそのものは削除されません。この機能を実行する 
と、オフライン保守ユーティリティをハードディスクから起動することができなくな 
ります。オフライン保守ユーティリティのアンインストール後、オフライン保守ユー 
ティリティをハードディスクから起動するためには、再度、各種ユーティリティのイ 
ンストールを行う必要があります。 

- FDISK の起動 

MS - DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティシヨンの作成/削除など 
ができます。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

インターネットで配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、 
Express サーバの BIOS / FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各 
種 BIOS / FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明が 
あります。 

『58番街』： http :// www . express . nec . co.jp 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows NT の 
メモ帳などで読むことができます。 

I M-O 巳旧 S/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
smm し〗。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 



• システムマネージメント機能 

- BMC ファームウェアの更新 

インターネットで配布される 「BMC FW update データ」を使用して、 Express サー 
パの BMC (Baseboard Management Controller ） ファームウェアを更新することが 
できます。 

11-0 巳 MC ファー ムウェアの更新作業をしている間は Express サーバの電源を OFF にし 
ないでください。更新作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなりま 
す。 

-システムマネージメントの設定 

BMC / RomPilot の持つ通報機能、リモート制御機能を使用するための設定を行いま 
す。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、 Express サーバにキーボードなどのコンソールが接続されていなく 
ても各種セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コン 
ソールレス」機能を持っています。 

H -〇 • Express サーバ以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されていた 
Express サーノ（以外の Express 5800シリーズに使用しないでください。故障の原因 
となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件です。本 
体にキーポードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールがあると判断 
し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


設定情報ファイルの作成 

コンソールレスで Express サーバを遠隔操作するためには、操作する管理 PC との通信方法や 
詳細な設定を保存した「設定情報ファイル」 (3.5 インチフロッピーディスク）が必要です。 
設定情報ファイルは、 EXPRESSBUILDER にあるアプリケーション 「 MWA(Management 
Workstation Application ) 」を使用します。 

H -〇 「 MWA 」 の詳細な説明については、 EXPRESSBUILDER CD-ROM 内に格納されている才 
疆^ ンラインドキユメント 「MWA ファーストステップガイド」を参照してください。オンライ 
ンドキユメントはマスターコントロールメニューから開くことができます （1 80ページ参 
照 ）0 


1. 管理 PC に MWA をインストールする。 

詳しくは、本編で説明している 「 MWA 」 の項目または EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M 内に格納され 
ている 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

2. フォーマット済みの 1.44 MB のフロッピーディスクを管理 PC のフロッピーディスクドライブに 
セットする。 

3. MWA でコンフィグレーション情報を設定する。 

設定項目とその値は次のとおりです。 
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クロスケーブルによるコンソールリダイレクション 

使用モード 

ダイレクト 

ボーレート 

19.2Kbps 

フロー制御 

なし 

モデムによるコンソールリダイレクション 

使用モード 

モテム 

ボーレート 

19.2Kbps 

フロー制御 

なし 

ダイヤルモード 

トーン/パルス（使用の回線に合わせる） 

1次通報先 

通報先の電話番号を設定してください 

LAN によるコンソールリダイレクション 

IP アドレス 

任意 

サブネットマスク 

任意 

デフォルトゲートウェイ 

任意 

1次通報先 

管理用 PC の IP アドレス 



以下の BIOS 設定情報はデフオルト値にセットされます。 


— Rompilot Support : 

— LAN Controller : 

— Serial Port Address : 
_ Serial Port 2: 


[ Enable ] 

[ Enable ] 

[Serial Port 2 (2 F 8 MRQ 3)] 
[2 F 8, IRQ 3] 


4. 以下のファイル名でフロッピーディスクに保存する。 
く設定情報ファイル名〉： CSL.LESS.cfg 
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起動 



次の手順に従って起動します。 

1-0 • 起動する前に「設定情報ファイル」を用意しておいてください。 


巳 I 0 S セットアップユーティリティの BOOT メニューで起動順序を変えないでくださ 
し、。 CD - ROM ドライブが最初に起動するようになっていないと使用できません。 


1. コンソールレス機能で操作する Express 580◦シリーズ本体の BIOS セットアップユーティリティ 
を起動して、 B 〇〇 T メニューの起動順序で CD-ROM ドライプが最初に起動するよう設定する。 

2. Express58 ◦◦シリーズ本体のフ□ッピーディスクドライプに「設定情報ファイルの作成」で作成し 
たフロッピーディスクをセットする。 

3. Express サーバの CD-ROM ドライプへ CD-ROM「EXPRESSBUILDER 」を セッ トする。 

4. Express58 ◦◦シリーズ本体の電源を〇 FF/0N して本体を再起動する。 


再起動中に設定情報が□ー ドされ、メインメニューが管理 PC に表示されます。 
ハードウェアのセツトアップ、各種ユーティリティを管理 PC から実行できるようになりま 
す0 


メインメニューにある項目は次のとおりです。 


各種セツトアップを行ラ 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動する 

EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 





◊ブに お有た 
すツタ を固れの 
まア J と置さイ 
しトレ こ装トテ 
トツぺ るのツリ 
ーセオ す様マィ 
ポに、ブ客 j テ 
サ的は ツぉォー 
を動。タ アにフユ〇 
ブ自す j ク時、守い 
ツ 、まメ ツ旧は保さ 
アにきラ バ復ブンだ 
卜ぅいバ を理ツイく 
ツよてい 報修アラて 
セるしな 隋、クフし 
のえ定き プはツオ択 
ズ行設で ツきバで選 
j にを断 アと0ルを 
リ易夕乳 卜いす 一 J 
シ容一に ツ無まツ避 
〇をメ的 セがり、退 
80ブラ動 、報なて r 
S5 ツバ自 後一 E くしら 
es ア、が 了ブな備か 
pr 卜しブ 終ツき準 j 
Ex ツ動ツ◊ブアでを理 
3セ起アすツク旧ク管 
のを卜まアツ復スの 
ER ブ〇ルツれトバをィ報 
LD ツ 80j セさ ツ 。定デ情 
UI ア S5 ツ、求セす設 j ム 
SB 卜 es なし要ムまやビテ 
ES ツ吖要だが '1 アし報ツス 
PR セ EX 必た力—.スめ情ロシ 
以^に入んシ動のフ*- 


178 








セツトアップ 


本体のハードウェア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティシヨンの設定を自動的に行い 
ます。 



ツールメニュー 


メインメニューでツールを選択すると以下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 
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11-0 • 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」にある機能と比較すると次 

の点が異なります。 

一「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは、224ページを参照してください） 

一「サボートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 

• 「サボートディスクの作成」で作成できるディスクで起動すると以下のメッセージが表示 
されます。メッセージが表示されている間にく R > キーを押してください。管理 PC から 
操作することができるようになります。 

Starting xxxxxxxxxxxxxxxxxx . 

Press ' R ' key if you want to operate from the remote console . 


• MS-DOS 起動ディスクについて 

本体装置にキーポードが接続されていない状態では、 < R > キーを押さないと起動しませ 
ん。本体装置にキーポードが接続されていない状態で管理 PC から操作する場合は必ず 
< R > キーを押して起動してください。 

• システム診断ユーテイリテイについて 

本体装置にキーポードが接続されていない状態では、システム診断画面は□一カルコン 
ソール画面に表示されません。□一カルコンソール画面に表示し操作を行う場合は、必 
ず本体装置にキーポードを接続して、起動してください。 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 2〇〇〇、 
Windows NT 4.0 が動作しているコンピュータ上 
で添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 をセッ 
卜すると、「マスターコント□ールメニュー」が自 
動的に起動します。 


■: システムの状態によっては自動的に起動し 

I ヒン jT | ない場合があります。そのような場合は、 

CD-R 〇 M 上の次のファイルをエクスプロー 
ラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスターコントロール メニューからは 、 Windows 95/98/Me、Windows 2000 , 
Windows NT で動作する各種バンドルソフトウェアのインス I ルやオンラインドキュメン 
卜を参照することができます。 

^ オンラインドキュメントは HTML 文書で記述されています。オンラインドキュメントを参照 
する前に、あらかじめご使用のオペレーティングシステムへ HTML ブラウザをインストール 
しておいてください。また、 HTML 文書がブラウザに正しく関連付けられていないとファイ 
ルが開けないときがあります。そのようなときは245ページを参照して関連付けを再設定し 
てください。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。こ 
|レ、 jT | のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を選択して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコン ト ロール メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックで現れるポップアップメニューから行います。 



11-0 CD - ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよびメニューか 
ら起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティ 1 J ティ 

RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティは、オプションの N 8103 -52 ディスクアレイコント 
口ーラを使った Mylex ディスクアレイコント□—ラ（以降「アレイコントローラ」と呼ぶ）、およびディスク 
アレイシステムを構築するハードディスクに対して詳細な設定 • 制御をするためのソフトウェアです。 


本ユーティリティの使用制限 


通常、ディスクアレイシステムは EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」でセット 
アップし、おもに Global Array Manager で管理•保守します。本ユーティリティは、次の 
よラな限られた場合でのみ使用します。 



• オプションの N 8103 -52 ディスクアレイコントローラに対してシームレスセットアップ ソ 

では設定できないような複雑なディスクアレイシステムを設定するとき j ； 

• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき ? 

y_ 

編 


使用上の注意 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティを使用する前にお読みください。 

• このユーティリティはオプションの N 8103 -52 ディスクアレイコント□ーラに接続され 
たハードディスクに対してディスクアレイを構築するためのものです。他のボードに対 
する設定はできません。 

• ユーティリティの使用方法やディスクアレイに関する用語の説明については 、 Express 
サーバに添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 にあるオンラインドキュメントをご覧 
ください。 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 

• Windows NT 4.0 のインストールを行うときは、まずシステムドライブを1つだけ作成 
してインストールしてください。 

複数のシステムドライブを作成するときは、いったんインストールを行った後にシステ 
ムドライブを追力□してください。再インストールのときも同様の手順で行ってくださ 
し、また、 RAID 0 のシステムドライブと RAID 1 や RAD 5 など冗長性(パリティなど)のあ 
る RAID のシステムドライブが1つのパック内に混在するような設定をしないでくださ 
い0 
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コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバッ 
クアップを行ってください。 

自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新されます。 

このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてください。故障 
したハードディスクを交換してスタンバイディスクの設定を行った後、バックアップす 
ることをお勧めします 

M -〇 コンフィグレーシヨン情報のノ(ックアップを行っていないとコンフィグレーシヨン情報 
が破壊された場合や誤って情報を変更してしまった場合に情報を復旧することができま 
せん。コンフィグレーション情報が正しくないとハードディスク内のデータは保護され 
ず、その内容が失われてしまうことがあります。 




ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 Express サーバのセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成する 
ツールです。 


EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインストールから各種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときに前回と同じ設定でインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESSBUILDER から Express サーバを 
セットアップすることをお勧めします。 

■ I ； 「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows 2000または Windows NT 4.0 をインス 
r ^] 卜ールすることはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は 、 EXPRESSBUILDER _ 

を使ったセットアップの途中で修正 • 作成することもできます。 

ソ 

フ 


ExpressPicnic のインストール 


編 

セットアップパラメータ FD を作成するために Windows 2000、または Windows NT 3.51 
以降 、 Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータに ExpressPicnic をインス I —ル 
します。 

■： ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ* PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

\TyR 


Windows 2000 • Windows NT 4.0 • Windows 95/98/Me 


Windows 2000、または Windows NT 4.0 、Windows 95/98/ Me で動作しているコン 
ピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

■ I ： お使ぃになってぃるモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

しヒン jT | 同じ手順でセットアップすることができます。 


1. 〇 s を起動する。 

2. 付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 を CD-ROM ドライブにセツトする。 
マスターコン ト □ー ル メニューが 表示されます。 
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3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ExpressPicnic] をクリックする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージに従ってインストールを続け 
てください。 



ExpressPicnic セゥトアゥア T 卩ク'、ラ！》へようこモ。 
Wa このフ*ロク、ラ1»は、 iDt* ュ'•切こ ExpressPicnic を 
ゎス HI ■します。 

この t ゥトァゥア T 的''允を実行する前に、すべての Windows 
ア卩ク''ラムを必ず終了して下さい。 

[キ〇抓] r めを如••力し t ゥトアゥア T ロク''兄を終了した後、現 
在使用中のアログラムをすべて終了させて下さい。 


彗告：このアログ乱は、著作権法および国際条約によって 
保諸されています。 

この TQ グラ L またはその一部を無断で褀製または配布す 
ることは、法律により禁止されています。 




I チェック | 

[ユーザの情報]ダイアログボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インスIルを完了したら[終了]ボタン 
をクリックし、「セットアップパラメータ 
FD の作成」に進んでください。 





品の娜番号を入力し、[次へ]作を 





< 戻る (g) _[ )^(N) > | _ 祕 1 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインストールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 をコンピュータの CD-ROM ドライプにセットする。 

3. ファイルマネージヤまたはコマンドプロンプトから、 CD-ROM「 EXPRESSBUILDER 」 の 
r ¥ W _ T ¥ PICNIC ¥ SETUP ¥ SETUP . EXE 」 を実行する0 


セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。イ 
ンストールを完了したら、「セットアップパラメータ FD の作成」に進んでください。 
















































ットアップバラメータ FD の作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD」 を作成します。以下の手順に従ってください。 

■L 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指定したフォルダ名を 

I レ、卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定しています 0 


1.ExpressPicnic ウインドウを表示させる。 

く Windows 2000 - Windows NT 4.0 - Windows 95/98 /Me の場合〉 


スタートメニューから[プロク'ラム]— 
[ExpressPicnic] —[T rekking] の順にポ 
イントし、インストールしたい〇 S 
([Windows NT 4.0] または [Windows 
2000])をクリックする。 



:龙スタイ 


く Windows NT 3.51 の場合〉 

プログラムマネージャの 
[ ExpressPicnic ] グループから 
[Trekking] アイコンをダブルクリックす 

公 〇 



2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 
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3. 各項目を設定し、 [0K] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 

I チェック I 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイアログボックスが表 
示されます。 


_本情報 


対象マシン | M i im 哪 im c 画 」 


インストールパス | mnnt ' 

「 Service Pack の適用 



新規バー亍イシ a ン 12000 MB <2000〜999999 MB> 

r 既存のパーテイシ a ン 
r 全領域を新規作成 
W ファイルシステムを MTFS へ変換 



5. [セットアップパラメータ FD] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイル名を入力する。 

6 . 1.44MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフロッピーディスクドライプ 
にセツトし、[〇 K] ボタンをクリックす 
る。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
2000や Windows NT 4.0 をインス I ルするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管 
してください。 

^|： 參各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 



































































ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M でサポートしていないアプリケーションを追力□でインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1 ^-0 追加でインス I -ールするアプリケーションは、シームレスセットアップ対応されている必要 
があります。 


1.ExpressPicnic ウインドウを表示させる （ 185ページ参照 ） 〇 


2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、[〇 K] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックス順に表示されます。 

4.メッセージに従ってダイア□ク'ボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 



ソ 

フ 



[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 


5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[追加アプリケーションのインストー 
ル]にチェックを入れる。 

6 . [ファイル指定]ダイアログボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになつてい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力 
する。 


7.1.44 MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフロッピーディスクドライブ 
にセットし、[〇 K] ボタンをクリックす 
る。 
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オプションの大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （185 ページ参照）。 

2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、[〇 K] ボタンをクリック 
する。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 


4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[大容量記憶装置用〇 EM-FD の適用] 
にチェックを入れる。 

I チェック J 


Windows 2000用のセットアップ情報 
ファイルを作成するとき、[ディスクの 
設定]で [OS 種別]を [Windows 2000 
Professional] にした場合は選択できま 
せん。 

6 . [ファイル指定」ダイアログボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7. 1.44MB でフォーマット済のフロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットし、 
[〇 K] ボタンをクリックする。 
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コンピュータからの情報採取 


ExpressPicnic が、起動しているマシンのセットアップ情報を自動的に採取し、セットアッ 
プ情報ファイルを作成します。 

〆 • ユーザ/グループ情報は採取できません。 

春リモートアクセスサービス （RAS) については設定情報を採取できません。 

• アプリケーションで設定情報を採取できるのは、 ESMPR 〇 /ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 


1.ExpressPicnic ウインドウを表示させる （ 185ページ参照）。 



2 . [オプション]メニューの[現マシンから情 
報取得]をクリックする。 

取得後は、確認/修正画面に移ります。 
初期値が、取得したデータになっている 
ことを除けば「情報ファイルの新規作 
成」、あるいは「情報ファイル修正」と同じ 
です。 



ソ 

フ 

卜 

ウ 

エ 

ア 

編 


大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセツトアップ情報ファイルを作成します。 


Windows 2000用セツトアップ情報ファイルの作成 


1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 185ページ参照）。 
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3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ペースとなるセツトアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 


4. [追加]ボタンをクリックする。 


^量インストールアシスト 


フ w ル名 0ピュ-夕名]フ tiw トキ- I 使用者名 I ip アドレス I 

d.tre hgf gfhf DHCP 



ヘルフ ， 一 


閉じる 


5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
から変更するパラメータを設定する。 



6. [〇 K] ボタンをクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]ボタンを 
クリックする。 

選択したファイル名のセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 
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Windows NT 4.0 用セツトアップ情報ファイルの作成 


1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 185ページ参照）。 



3. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
を指定する。 

4. [セットアップパラメータ FD 作成時の設 
定]からどちらかのオプションを選択す 
る。 

[マシン毎に FD を作成] 

1枚のセツトアップパラメータ FD にセツ 
トアップ情報ファイルを1つセープしま 
す。 



ソ 

フ 

卜 

ウ 

ェ 

ア 

編 


[一枚の FD に複数マシン分を保存] 


1枚のセットアップパラメータ FD に複数 
のセツトアップ情報ファイルをおさめま 
す。 


5. [〇 K] ボタンをクリックする。 

6 . マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、セットアップ情報 
を作成する。 


ダイアログボックスが表示されます。 

7. 必要な設定を終えたら、[〇 K] ボタンをク 
リックする。 



8. フロッピーディスクをフロッピーディス 
クドライブにセットし、[〇 K] ボタンをク 
リックする。 

しばらくすると、さらに情報ファイルを 
作成するかどうかの確認があります。 
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9 . セットアップ情報を作成するときは、[は 
し、]ボタンをクリックする。 

セットアップ情報を作成するダイアログ 
ボックスが表示されます。 

[いいえ]ボタンをクリックすると、 

ExpressPicnic ウィンドウに戻ります。 

[マシン毎に FD を作成]を選択した場合は、セットアップ情報ファイルを作成するたびにフロッ 
ピーディスクのセットを要求されます。[一枚の FD に複数マシン分を保存]を選択した場合は、 
同じフロッピーディスク上に作成したファイルをおさめるため、フロッピーディスクをセット 
する要求は1度しかありません。 

















Express 本体用バンドルソフトウェア 

Express サーバにバンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方法について簡単に説明 
します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAgent(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）は Windows 2000 /Windows 
NT で運用している Express サーバにインストールするサーバ監視用アプリケーシヨンです。 
EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは刪にインスト-ルする場合に知っておいていただきたい注意事項とインス 
I -ールの手順を説明します。 w 

フ 

■ I ： ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）の使用にあたっての注意事項や補 ^ 

1-^=1 足説明がオンラインドキュメントで説明されています。添付の C D - R 〇 M ^ 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPR 〇 / ServerAgent(Windows ア 

2000 /Windows NT 版）インストーレシヨンガイド」を参照してください。 編 


インス I -ール前の準備 


ESMPR 〇 / ServerAgent を動作させるためには Windows 2000 /Windows NT の TCP / IP と 
TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する「ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
361^^「1\/|3旧96「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「 public 」 から変 
更した場合は、巳31\/^8〇/361^^「1\/^396「側で新しく設定したコミュニティ名と同じ名前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPR 〇 /ServerAgent のインストールは添付 
の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 を使用しま 
す0 Express サーノ\'上の Windows 2000/ 
Windows NT 4.0が起動した後、 Autorun で表示 

されるメニューから[ソフトウェアのセツトアツ 

プ]- [ESMPR 〇]- [ ESMPRO/ServerAgent] 
の順にクリツクしてください。以降はダイア□グ 
ボックス中のメッセージに従ってインストールし 
てください。 



• アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 

• Mylex ディスクアレイコント□ーラを監視する場合は 、 Global Array Manager およ 
び GAM ドライバ （ gamdrv . sys ) をインス I -ールする必要があります。 
EXPRESSBUILDER から ESMPRO / ServerAgent のセットアップを起動すると、 
自動的に Global Array Manager のインス I ラは起動しますが、 GAM ドライバは 
インストールされません。 GAM ドライバは事前にインストールしてください。 


ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 

響一 アップデートインストールについて 

C^Ll ESMPR 〇 / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPR 〇 / ServerAgent が既にインストールされています 0 


メッセージに従って処理してくださし、。 


インストール後の確認 

ESMPR 〇 /ServerAgent をインストールした後に次の手順で正しくインストールされている 
ことを確認してください。 

1. Express サーバを再起動する。 

2 . イベントログを開く。 

3. イベントログに ESMPRO/ServerAgent の監視サービスに関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめからイン 
ストールし直してください。 















Global Array Manager Server(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


Global Array Manager ( GAM ) Server (Windows 2000 /Windows NT 版）は Mylex ディスク 
アレイシステムを構築している Windows 2000 /Windows NT サーバの監視 • 管理用のアブ 
リケーシヨンです。 

GAM Server の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 GAM の操作方法については、 CD-ROMrEXPRESSBUILDERJ 
内にあるオンラインドキュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照し 
てください。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時に GAM Server があらかじめインス I -ールされている場合もありま 、ち 
す 0 インス I ■■'―ル済みの GAM Server の管理者用アカウントである 「 gamroot 」 は作成してい 卜 
ますが、パスワードを設定していません。このままでも使用できますが、セキュリティ保持 I 
の観点からパスワードを設定されることをお勧めします。 7 一 


購入時にインストール済みの GAM Server の設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「Global Array Manager Server 
(Windows 2000 /Windows NT 版)インストレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

GAM Server は添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインストールでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイアログボックスが表示されま 
す 0 ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。「手動インストール(新規インス 
I -ール)」の 「GAM Server をインストールする前に」で記載した内容を満足するようにシーム 
レスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください ( DAC ドライバや GAM ドライバ 
は Mylex ディスクアレイコントローラが接続されたマシンのシームレスセットアップで自動 
的に組み込まれます）。 

シームレスセットアップ後に設定をしなければならない項目は特にありません。 

ただし 、 GAM Client から GAM Server を制御するために 「 adminstrator 」 権限を持つユーザ 
「 gamroot 」 が必要です。シームレスセットアップではこの 「 gamroot 」 を作成します。シーム 
レスセットアップで GAM をインス I -ールするときはシームレセットアップの設定時に 
rgamroot 」 のパスワードを設定することをお勧めします。 

パスワードを設定しないとセキュリティ上の問題が発生する可能性があります。 
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手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インス I ルに関する詳しい手順については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にある才 
ンラインドキュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版) 
インストレーシヨンガイド」を参照してください。また、 GAM の操作方法については、 CD - 
R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキュメント 「Global Array Manager オペ 
レーシヨンガイド」を参照してください。 


GAM Server をインストールする前に 

GAM Server (Windows 2000 /Windows NT 版)をインストールするときは、次に示す準備 
をしておく必要があります。 

• DAC ドライバが組み込み済みであること 

• GAM ドライバが組み込み済みであること （GAM 2.20の場合） 

• TCP / IP の設定が終了していること 

• システムのアップデートが終了していること 

34ページ (Windows 2000) , 53ページ (Windows NT 4.0) を参照してください。 

• SNMP サービスの設定が終了していること 

ESMPR 〇と連携する場合 GAM Server のインストールに先立って設定を終了させておく 
必要があります。 


GAM Server のインス I ル手順 


GAM Server のインストールは添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - R 〇 M を 
使用します。 

Windows 2000 /Windows NT 4.0 では 
EXPRESSBUILDER の CD - R 〇 M をドライブ、に 
セット後、 Autorun で表示されるメニューか 
ら[ソフトウェアのセットアップ]— 
[ ESMPR 〇]—[関連ユーティリティメニュー 
へ ]— [Global Array Manager ] の順にクリッ 
クします。ここで表示される[セットアップオ 
プシヨンの選択]ダイアログボックスの [GAM 
Serve 「インストール]をチェックし、[次へ]ボ 
タンをクリックしてください。以降はダイア 
ログボックス中のメッセージに従ってインス 
卜ールしてください(各ダイア□グボックスで 
の推奨する操作をヒントにまとめています)。 


















アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 
GAM Server のインス I -ール後は必ずシステムを再起動してください。 


PI ： • [Modify Configuration File] ダイアログボックスでは[いいえ]をクリックしてくださし、。 

I ント I • [Setup Complete] ダイアログボックスで [No, I will restart my computer later] を選択し 
てください。 

• [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager[x.xx] の環境設定を 
行ないます]はチェックしてください。 


GAM Server の環境設定 

• GAM の管理者用アカウント gamroot の登録 



GAM を使用する場合、 GAM の管理者用のアカウントである gamroot (すべて 小文字) とい ソ 
う ユーザが 必要です。 Windows 2000 /Windows NT の ユーザ マネージャで登録してく ^ 
ださい。 gamroot が所属するグループには Administ 「 ato 「 s ( ドメインサーバの場合は ウ 
Domain Admins ) を追力□してください。 ^ 

編 

I M -〇 カスタムインス I ルモデルなどで GAM Server をインス I ルして出荷している装 
置については、 gamroot ユーザは登録済みです。ただし、パスワードを設定していま 
せん。セキュリティ保持の観点から必ず、パスワードを設定するようにしてください。 


• GAM Server の環境設定ファイルの修正 

[セットアップの完了]ダイア□ク'ボックスの [Global Array Manage 「[ x . xx ] の環境設定を 
行ないます]をチェックした場合、この作業は不要です。なお、修正する場合はオンライ 
ンドキュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版)イン 
ストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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自動クリーンアップツール 


自動クリーンアップツールは Mylex ディスクアレイの整合性をチェックし、検出した不整合 
を修復するアプリケーシヨンです。 

自動クリーンアップツールの動作環境や使用方法については、 EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に自動クリーンアップツールがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みの自動クリーンアップツールは、スケジュールの設定が 
されていません。スケジュール設定については、後述の自動クリーンアップツールの環境設 
定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールイン 
ストレーシヨンガイド」を参照し、設定してください。 

購入時にインストール済みの自動クリーンアップツールの設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインスト 
レーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

自動クリーンアップツールは添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている 
Windows 2000 /Windows NT 自動インス I ルツール「シームレスセットアップ」を使って 
インストールできます （ DAC ドライバや GAM ドライバは Mylex ディスクアレイコント□—ラ 
が接続されたマシンのシームレスセットアップで自動的に組み込まれます）。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで「自動クリーンアップツール」を選択してください。なお、「手動インストール(新 
規インストール)」の「自動クリーンアップツールをインストールする前に」で記載した内容を 
満足するようにシームレスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください。 

シー厶レスセットアップはスケジュール設定までは彳了っていません。スケジュール設定につ 
いては後述の自動クリーンアップツールの環境設定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンライ 
ンドキュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照し、設定して 
ください。 
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手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインス I ルしてください。 
インストールや操作に関する詳しい手順については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内に 
あるオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照 
してください。 


自動クリーンアップツールをインストールする前に 

自動クリーンアップツールをインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 


• DAC ドライバが組み込み済みであること _ 

• GAM ServeKGAM ドライバ)が組み込み済みであること ■ 

• システムのアップデートが終了していること ソ 

34ぺージ (Windows 2000) , 53ページ (Windows NT 4.0) を参照してください。 卜 

ウ 

エ 

_ y_ 

自動クリーンアップツールのインストール手順 L 

自動クリーンアップツールのインストールは添 
付 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使用しま 
す 。 Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M をドライブ、に 
セット後、 Autorun で表示されるメニューから 
[ソフトウェアのセットアップ]-[自動クリーン 
アップツール]をクリックします（またはダイア 
□グボックス上で右クリックすると表示される 
ポップアップメニューから選択します）。以降 
はダイアログボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 




〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


教 • ソフトウェアの1 

やットアップン 




NEC 



アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 


自動クリーンアップツールの環境設定 

自動クリーンアップツールのスケジュール起動は Windows 2000 /Windows NT の標準機能 
である AT コマンドのスケジュール機能を利用します。この場合、 schedule サービスが実行 
中でなければなりません。 

schedule サービスの起動はコントロールパネルの[サービス]をタブルクリックして表示され 
る[サービス]ダイアログボックスで行います。 

■ I ： • サービスの設定は Administrators 口ーカルグループのメンバであるユーザアカウントで 

ログオンする必要があります。 

• schedule サービスのスタートアップは「自動」に設定しておくことをお勧めします。 


199 


















Array Recovery Tool 


Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコント□—ラに接続されているハードディ 
スクの状態を監視し、不良ハードディスク ( DEAD 状態)を検出すると自動的にリビルド、整 
合性チェックを行い、システムドライブを復旧します。 


Array Recovery Tool のインストールは、 
添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を 
使用します。インストール終了後に特別な 
設定などをする必要はありません。 

Array Recovery Tool のインス I —ルや動 
作環境の設定については 
EXPRESSBUILDER 内のオンラインドキュ 
メントを参照してください。 





U 欠へ⑽ > 】 一 J 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （DMIT 〇〇 L ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 4 

す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行ラとエクスプレス通報 卜 

サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内にあ \ 

るオンラインドキュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定してください。 S 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 


1. [コントロールパネル]の [ESMPR 〇 /ServerAgent] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]ボタンをクリックする。 

アラー ト マネー ジャ設定 ツールが 起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフロッピーディスクドライプにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 6.0 MB 以上 

• ハードディスクの空き容量 2.0 MB 以上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由エ 
クスプレス通報用指定モデム (COMSTARZ MULTI 14411、288、336、560、56011の 
いずれか） 

• メールサーバ' 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウェア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 ( Server/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 ( Server / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 以降 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

_ 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 

てください。 ソ 

フ 

卜 

ゥ 

PC 通報連携機能 y 

編 

pc 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 


テープ監視ツールは、 Express サーバに搭載したテープドライブ、ならびに使用している 
テープメディアの状態を監視するユーティリティです。 

へッドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティを 
インストールすることをお勧めします。 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインス!-ールされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設定は[コント□ールパネル]の[サービス]を夕'ブルクリックすると起動します。 

• 選択するサービス名 ： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック 

サービスに[丁3口6み16「1：0^〇1<6「]がない場合は、装置にインス!-ルされていません。次の 

「手動インストール(新規インストール)」を参照してインストールしてください。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインドキュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 2 .pdf 


動作環境 


八ードウエア 

• インストールする装置 Express 5800/50、100、600シリーズ本体 


• メモリ 500 KB 以上 

• ハードディスクの空き容量 2.2 MB 以上 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 (Service Pack 5以降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版* 

* 「テープ監視ツール Ver . 1.0」は Windows 2000をサボートしていません。 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2001 年6月現在）。 


• 内蔵/外付 AIT 


• 内蔵/外付 AIT 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 


• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) 
• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) 


N 8151-28/-34、 N 8551 - 19/-28/-34、 

N 8560-16 

N 8151 -29 、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 _ 

N 8151-12 BC 、 N 8551-12 ハ 12 A /-12 BC 、 

N 8560 -12/-12 AC 、ち 

N 8551-13/-1 3 AC 、 N 8560-13/-1 3 AC < 

N 855 1-21 ^ 

N 8560-19 y 

N 8151-26、 N 8551-26、 N 8560 -22 ® 

N 8151-27、 N 8551-27、 N 856〇 -23 


アプリケーション 

ドライブ 

AIT 

AIT 集合型 

DAT 

( DDS 3/4) 

DAT 集合型 
( DDS 3/4) 

TRAVAN 

TRAVAN 
集合型 

ARCserve J 6.0 ( SP 3) 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

ARCserve J 6.5 

O* 

O* 

O* 

〇 

O* 

〇* 

ARCserve J 6.61 

〇 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

NTBackup 

〇 

- 

〇 

- 

〇 

- 

BackupExec Ver 7.3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


0：サポート X ：未サポート対象外 
* ARCserve J 6.5 Patch 07 が必要 


インストール手順 

添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のデイレクトリにある 「 Setup . exe 」 をェクスプ 
□ーラなどから起動してください。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 


以降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。前ページの「力 
スタムインストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 「 C : 
¥ Program ド把3¥丁3口6み16「1:〇^〇1<6「¥01:「1」1^」です（デフォル トの設定でインストールした場 
合)。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 


205 


















ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BT 〇（ビルド•トウ•オーダー）でインス!ルされる ESMPRO / UPSControllerVer . Z . K ：： 
ついて説明します。 

■ I ： ビルド.トウ•オーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいはオーダーされたソフ 
トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO / UPSController のセツトアップ 


Express サーバのモデルの中には出荷時に「巳31\^卩〇/1^3(3〇巾「〇咍「」がインス I ル済み 
の場合がありますが、設定値はデフォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController サービス （ SP 〇 C-l Service ) の起動 

[サービスコント□—ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で ESMPR 〇 / UPSController が正常 
に起動していることを確認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーから[ログ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 SPOC-I Service 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、以下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信 エラー (無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して ESM PRO / 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを確認し 
てください。 


1. [スタート]メニューの[プログラム]— [ ESMPRO . UPSController ] - [UPSController マネ-シ、、ャ]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPR 〇 /UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い0 


2. [UPSController マネ-シ''ャ]のメイン画面(チャート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の値( V )」 、 「商用最 Al v 電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の値( V )」 、 「商用最 〉 」 v 電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の「設定変更」を参照して ESMPR 〇 /UPSController の設定を変更してくださし、 



_ ソ 

設定変更 I 

ウ 

「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 エ 
を変更してください。 Z 


1 ■ [スタート]メニューの[プログラム]— [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、ャ]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPR 〇 /UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い0 

2. [UPSController マネ-シ''ャ]のメニューバーより、[設定]-[動作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表示し、各設定内容を確認する。 



コンピュータと UPS の通信を行う COM 
ポート番号を正しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定する。 


ESMPR 〇/△1^〇17^〇闩1^111119〇〇11び〇116「と連 
携して使用する場合に「する」を設定する。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 

3. 正しく設定した後、 [UPSController マネ-シ''ャ]のメニューバーより、[ファイル]—[上書き保存]を 
選択し、設定を保存する。 


4. [コント□—ルパネル]の[サービス]を開き、 [ SPOC-I Service ] を再起動する。 


5. 前ページの動作確認をする。 
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新規インストール 


ESMPRO/UPSController Ve 「2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPR 〇 / UPSController のアンインス I ル 

現在コンピュータにインストールされている ESMPR 〇 / UPSController をアンインストール 
してください。 

巳31\/^1^〇/1^3〇〇门1:「〇116「のアンインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup 」 OCD - ROIV ^ 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使つてアン 
インストールしてください。 

ESMPR 〇/1^3(：〇加「〇14「のアンインストールについての詳細は、 g ! l 冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セットアップカード」を参照してください。 

アンインストール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インス I -ール 

ESMPR 〇/1^30〇11仃〇116「のインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup 」 OCD - ROIV ^ 
「 ESMPR 〇 /UPSController Ve 「2. 1 (UL 1 047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 

ESMPR 〇/11卩3(：〇加「〇116「のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 


アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators 口ーカルグループに所属するユーザーでログオンする。 

2 . 安全のために、必要最小限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」一「コント□—ルパネル」一「サービス」で次のサービスを停止する。 

• SPOC-I Service 

• ESMPR 〇 /ARC Service 

• SNMP Service 

4. 「 ExpressServerStartup 」 の CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライプに、 「 ESMPR 〇 /UPSController 
Ver 2.1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーディスク）をフロッピーディスクドライブにセットする。 

5. 「 ExpressServerStartup 」 CD - ROM の中にある 「 SETUP . EXE 」 を起動する 0 
ESMPRO / UPSControllerOTv プデートが開始されます。 

6 . アップデート完了後、システムを再起動する。 
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7. 再起動後、 ESMPR 〇 /UPSController マネージヤを起動し、 ESMPRO/UPSController の バージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


以上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver.5.11 J/5.2J 


BTO (ビルド • トウ-オーダー）でインストールされる PowerChute p/us Ver .5.1 1 J /5.2 J に 
ついて説明します。 

ビルド.トウ•オーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいはオーダーされたソフ 
UvT | トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


カスタムインス|-ールモデルでのセットアップ 

Express サーバのモデルの中には出荷時に 「PowerChute p / t / s 」 がインス I '''ール済みの場合が 
あります。ただし 、 PowerChute p / t / s はデフォルト値の状態でインストールされています。 
ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p / us サービス （ UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 


[コント□—ルパネル]の[サービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute plus Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を 
確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で PowerChute p / os が正常に起動 
していることを確認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーから[ログ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が rups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、以下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して PowerChute pluscm 
定を変更してください。 

■ 確認2 PowerChute iD / i / s の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 
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1. [スタート]メニューの[プロク'ラム]— [PowerChutePLUS] — [PowerChutePLUS] を起動する。 
起動方法の詳細は PowerChute plus の「インス トールガイド」を参照してください。 

2. [PowerChutePLUS] のメイン画面（チャート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの RJPS 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 RJPS 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] ups 情報の mps 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 「 ups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の「設定変更」を参照して PowerChute " l / s の設定を変更してください。 


設定変更 


「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 



1 ■ [スタート]メニューの[プログラム]- [PowerChutePLUS]-[PowerChutePLUS] を起動する0 -7 

起動方法の詳細は、 PowerChute p/L/s の「オンラインヘルプ」、または PowerChute/ d / las に添付 ^ 
の「ユーザーズガイド」を参照してください。 エ 

ア 

2. [PowerChutePLUS] のメニューバーより、[構成]-[通信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 編 

を表示し、各設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行ラ COM ポート番号を正 
しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0K] ボタンをクリックし、 「PowerChutePLUS」 のメニューバーより、[シス 
テム]一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 

新規インストール 

PowerChute p / us の新規インストール（再インストール）については 、 PowerChute plus に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウェア 

Express サーバをネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフト 
ウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


巳31\/^1^〇/361^/6|7\96门1:がインス I — ルされた Express サーバをネットワーク上の管理 PC か 
ら監視 • 管理するには、 EXPRESSBUILDER にバンドルされている ESM PRO / 
36「\/6「1\/13旧96「をお使いください。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメント、または 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 

■： ESMPR 〇 /ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されています。添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストーレシヨンガイド」を参照してください。 


MWA ^Management Workstation Application^ 


MWA (Management Workstation Application ) のインストールおよび起動方法、セツト 
アップについて説明します。 

MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明については、 EXPRESSBUILDER CD- 
\~ EyF ] R 〇 M 内の以下のパスに格納されている 「MWA ファーストステップガイド」を参照してくださ 
し、 （EXPRESSBUILDER の「マスターコントロールメニュ_」からも開くことができます ） 〇 


CD-ROM ドライブ :¥mwa¥mwa_fsg.pdf 


機能と操作方法に関する詳細な説明については、 MWA のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 


MWA について 


MWA は、ネットワーク上から管理 PC ( ESMPR 〇/36「ソ6「1\/1311396「が動作しているコン 
ピュータ）を使用して、 Express サーバをリモート管理するためのアプリケーシヨンです。 
Express 5800シリーズの運用管理を行ラ管理者の負担を軽減させることができます。 
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管理 PC と Express シリーズ間の通信方法について 

MWA を使用する管理 PC が LAN 、 WAN 、 ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかの 
方法で Express 5800シリーズと接続されていれば MWA を使ったリモート管理ができます。 

M -0 本装置の BMC は、本体装置の標準 LAN のチャネル1およびシリアル ( COM ) ポートのチャ 
ネル2を使用します。 MWA との LAN 接続時には必ずチャネル1と、またダイレクト（シリ 
アル ( COM ) ポート)接続時には必ずチヤネル2と接続されるような接続形態で構成してくだ 
さい0 


シリアル (COM) ポート2(チャネル 2) 



I 〇 0 〇 0 〇 0 〇^ 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇° 1=] 000000000°〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇° 




シリアル (COM) ポート1 ( チャネル1 ) 



LAN ポート2(チャネル 2) 
LAN ポート1(チヤネル 1) 
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MWA の機能 

MWA は Exp 「 ess 58 〇〇シリーズの専用拡張巳1〇3旧〇17^1〇〇やべースボードマネージメント 
コントローラ ( BMC ) と接続することによリ以下の機能を実現しています。 

• リモートコンソール機能 

Express 5800シリーズの POST 実行画面および MS - DOS のブート中の実行画面を管理 
PC 上の MWA のウィンドウから見ることができます。またこの間、 Express 5800シリー 
ズを管理 PC のキーボードから操作できます。 

• リモートドライブ機能* 

管理 PC 上のフ□ッピーディスクドライブまたは、フロッピーディスクのイメージファイ 
ルから Express 5800シリーズを起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能です。 

• リモート電源制御 

管理 PC 上の MWA からリモートで、 Express 5800シリーズに対して以下の電源制御が行 
えます。 


-パワー〇 N /0 FF 

-パワーサイクル（パワー〇 FF の後、しばらくしてパワー〇 N ) 
-リセット 
-パワースイッチ操作 
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• U モート情報収集 

管理用 PC 上の MWA からリモートで以下の情報を収集することができます。 

-システムイベント□グ ( SEL ) 

-センサ装置情報 ( SDR ) 

-保守交換部品情報 ( FRU ) 

- CMOS 、 DMI 、 ESCD 、 PCIt 青幸 g * 

- BMC 設定情報 

* LAN 接続時のみの機能です。 

• ESMPRO との連携 

Express 5800シリーズの BMC からの装置異常などの SOS 通報を受信すると通報内容を 
解析して、 ESMPR 〇のアラート□グへ自動的に登録します。 


動作環境 


MWA を動作させることができるハードウエア/ソフトウェア環境は次の通りです。 


• 管理 PC (インス!-ールするコンピュータ） 


-コンピュータ 


-メモリ 

-ハードディスクの空き容量 
- LAN 接続時 


- WAN 接続時 
-ダイレクト接続時 


Windows 95/98/ Me、Windows NT 4.0、 または 
Windows 2000で動作しているコンピュータ 
〇 S の動作に必要なメモリ十 5 MB 以上 
5 MB 以上 

TCP / IP ネットワーク 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.3 以上がインス 
トールされていること 
モデム （19.2 Kbps 以上）、電話回線 
RS -232 C クロスケーブル、または RS -232 C インタ 
リンクケーブル 


• MWA でリモート保守する装置 


Express 5800シリーズの添付ユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置に 
は、 RomPilot 、 BMC 、 SMC のいずれかが搭載されています。本装置には RomPilot 、 
BMC が搭載されています。 



MWA のインストール 

MWA を使って本装置を管理するには、 Express 本体側に MWA Agent を、管理 PC 側に 
MWA Manager をそれぞれインストールしてください。 


MWA Agent のインストール 


MWA Agent は CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使って Express 本体にインストールします。 


1 .Windows 2000,または Windows NT 4.◦を起動する。 


2. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - R 〇 M ドライプ'にセツトする0 


Autorun 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコントロールメニューが自動的に表示されま 



3. [ソフトウェアのセットアップ]— [ MWA ] 
の順にクリックする。 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 

4. [MWA Agent ] をクリックする。 

MWA Agent のインストーラが起動しま 
す。インストーラの指示に従ってインス 
卜ールしてください。 
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MWA Manager のインストール 

MWA Manager は、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使って管理 PC にインス!ルしま 
す0 


1 .Windows 2000,または Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me を起動する。 


2. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - R 〇 M ドライプにセツトする。 

Autorun 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコントロールメニューが自動的に表示されま 
す。 


3. [ソフトウェアのセットアップ]— [ MWA ] 
の順にクリックする。 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 

4. [MWA Manager ] をクリックする。 

MWA のインストーラが起動します。イ 
ンストーラの指示に従ってインストール 
してください。 
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Express 5800シリーズのリモートマネージメントコン 
フィグレーシヨン 

コンフィグレーションで必要なものは次の通りです。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM 
• 設定情報 

リモート管理する Express 5800シリーズの装置台数分の以下の設定情報が必要です。 

— 共通 

□ Express 5800シリーズモデル名 
□ コンピュータ名 

□ セキュリティキー 
□ コミュニティ 名 
n 通報手順 

全通報メディア/1つの通報メディア 
n 通報リトライ回数 
n 通報タイムアウト（秒） 

- LAN 接続時 

□ Express 5800シリーズ装置側 

IP アドレス 
サブネットマスク 
デフォルトゲートウェイ 
パスフレーズ 
□ 通報レベル ( LAN ) 
n 1次通報先/管理 pc ( i ) ip アドレス 
n 2 次通報先/管理 PC (2) IP アドレス 
n 3次通報先/管理 PC (3) IP アドレス 
n リモート制御 ( LAN ) 



- WAN / ダイレクト接続時 

□ Express 5800シリーズ装置側 

使用モード（モデム/ダイレクト接続） 

ボーレート 
フロー制御 
ダイヤルモード 
□ 通報レベル ( WAN / Direct ) 

□ PPP サーバ接続 

PPP ユーザ名 
PPP パスワード 
n 1次通報先電話番号 
n 2 次通報先電話番号 
n 1次通報先/管理 pc ( i ) ip アドレス 
n 2次通報先/管理 PC (2) IP アドレス 
n 3次通報先/管理 PC (3) IP アドレス 
n 初期化コマンド 
n ハングアップコマンド 
□ エスケープコード 

□ リモート制御 ( WAN / Direct ) 

□ 接続 Ring 回数 
□ 通報レベル(ページャ） 
n 1次通報先(ページャ）電話番号 
n 2 次通報先(ページャ）電話番号 
□ ページャメッセージ 
n ガイドメッセージ待ち時間 

Exp 「 ess 58 〇〇シリーズ装置側のコンフィグレーションには2通りの方法があります。 
EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M から Exp 「 ess 58 〇〇シリーズを起動して実行する「システムマ 
ネージメントの設定」によるコンフィグレーションと Express 5800シリーズ装置の Windows 
2000,または Windows NT 上から起動する MWA Agent によるコンフィグレーションで 
す。 

コンフィグレーションは MWA 側と Express 5800シリーズ装置側の両方必要です。詳細な手 
順については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にある 「 MWA ファーストステップガイド」 
または、 MWA のオンラインヘルプを参照してください。 


* LAN と共用 
* LAN と共用 
* LAN と共用 
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Global Array Manager Client 


Global Array Manager ( GAM ) Client は 、 GAM Server と連携して Mylex ディスクアレイシ 
ステムを監視し、グラフィカルな画面で簡単に管理や操作をすることができます。 

GAM Client の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 GAM の 
操作方法については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Client があらかじめインストールされている場合もありま 
す 。 GAM Client がインストール済みの Express サーバに後から ESMPR 〇 /ServerManager 
をインストールした場合は、環境設定をし直してください。環境設定については後述の GAM 
Client の環境設定や CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキュメント 
[Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」に記載しています。 

購入時、 Express サーバにインス I ル済みの GAM Server の設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「Global Array Manager Client インス 
トレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセツトアップを使ったセツトアップ 


GAM Client は添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I ルでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。なお、シームレスセットアップ 
で TCP / IP の設定をするようにセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップで GAM Client をインストールした場合で、後から ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13门396「をインストールした場合は、環境設定をし直してください。環境設定につい 
ては後述の GAM Client の環境設定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください 0 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インストールに関する詳しい手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド 
キュメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください 0 
また、 GAM の操作方法については、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド 
キュメント 「Global Array Manage 「オペレーションガイド」を参照してください。 
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GAM Client をインス I ルする前に 

GAM Client をインス I -ールするときは、次の準備が必要です。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• Windows 2000 /Windows NT のシステムにインストールする場合は Administrators グ 
ループで□グオンしていること 

• 巳31\/^卩〇/36〜6「1\/13旧96「のインス I ルが完了していること （ ESMPR 〇との連携を行 
ラ場合のみ） 

• マウスまたはその他のポインティングデバイスが使えること 


GAM Client のインス I ル手順 

GAM Client のインストールは添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 を使用します。 

Windows 2000 - Windows NT 4.0 - Windows 
95/98 /Me では EXPRESSBUILDER の CD - 
RQM をドライブにセット後、 Autorun で表示さ 
れるメニューから [ ESMPRO ]— [関連ユーティ 
リティ メニューへ ]— [Global Array Manager ] 

の順にクリックします。ここで表示される[セッ 
トアップオプションの選択]ダイア□グボックス 
の [GAM Client インストール]をチェックし、 

[次へ]ボタンをクリックし、以降はダイアログ 
ボックス中のメッセージに従ってインストール 
してください(各ダイアログボックスでの推奨す 
る操作をヒントにまとめています）。 

H -〇 Windows 2000 /Windows NT のシス 
テムにインス!-ールする場合、インス!-一 
ル時は Administrators グループで□グ 
オンして < ださい。 

■ I ： • [Setup Complete ] ダイアログボックスでオプションのチェックボックスのチェックを 

ijvpn すべてはずして [ Finish ] ボタンをクリックしてく ださし、。 

• [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager [ x . xx ] の環境設定を 
行ないます]はチェックしてください。 

• EXPRESSBUILDER のメニューから選択して GAM Client をインストールする場合はイ 
ンストール先のシステムの状況によってインストールされる GAM Client のバージョン 
が異なります。インストールされる GAM Client の/くージョンについては 「 Global Array 
Manager Client インスト レーショ ンガイ ド」 を参照してく ださし、。 

特定のバージョンの GAM Client をインストールする場合も 「Global Array Manager 
Client インストレーションガイド」を参照してください。 EXPRESSBUILDER 内にオン 
ラインドキュメントとして格納されています。 

• GAM Client と GAM Server のバージョン組み合わせによって有効な場合と無効な場合が 
あります。このため1つのマシンに複数の GAM Client をインストールし使い分ける必要 
があります。詳しくは EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメントを参照、して 
ください。 
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GAM Client の環境設定 

GAM Client をインス I -ールした6、ここで説明する手順に従って環境設定をします。 


ESMPRO との連携のための環境設定 

GAM Client は、 ESMPR 〇と連携させることで、 ESMPR 〇の統合ビューアのメニューから 
GAM Client を起動できるようになります。 

esmPR 〇と連携するための環境設定は、次の場合に必要です。 

「ヒント I • GAM Client のインストール時に環境設定を行わなかったとき 

參 GAMCient の後に ESMPRO / ServerManager をインストールしたとき 


GAM Client と ESMPR 〇を連携させるための環境設定は「コンフイグウイザード」を使いま 
す。「コンフイグウイザード」は Global Array Manager の環境設定を行ラためのプ□グラム 
であり、起動すると ESMPR 〇と連携するための環境設定を自動的に行います。「コンフイグ 
ウイザード」は 、 GAM Client のインス I ル先のディレクトリにある 「 configwz . exe 」 を起動 
することで動作します。 


ショートカツトの作成についてく Windows NT 4.0、 Windows 95/98 のみ〉 

通常は、プログラムメニューから GAM Client を起動してください。 

新たに GAM Client のショートカツトを作成するときは、プ□グラムメニューにあるショー 
トカツトをコピーしてください。 

エクスプローラなどから GAM Client の ショー トカツトを作成したときは、 ショー トカツト 
のプ□パティを以下のように修正してご使用ください。 

• リンク先の内容 

く インスト-ル ハ。 7>¥ winact.exe / file : く インス H レ ハ。 ス >¥ gam 2 cl.act 
例） 

(変更前）” C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後）” C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ winact . exe " / file = C:¥Program Files 
¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cl.act 

• アイコンのファイル名 

く インストル ハ。 X >¥ gam 2 cl.ico 
例） 

(変更前）” C : ¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後）” C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cl . ico " 

n-O Windows NT 3.51 に GAM Client をインス I -ールした場合のアイコンの作成方法に 
ついては CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキユメント 「Global 
Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください 0 
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